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秋空に「改憲NO!」の声響く

　

安
倍
首
相
は
、10
月
初
め
に
「
次

期
国
会
で
自
民
党
の
改
憲
案
の
提

出
を
目
指
す
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
ま
し

た
が
、
改
憲
を
求
心
力
と
し
て
き

た
安
倍
首
相
が
「
改
憲
発
議
」
に

し
が
み
つ
い
て
い
る
以
上
、
警
戒

を
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

憲
法
公
布
日
の
11
月
３
日
、「
止

め
よ
う
！
改
憲
発
議
」
国
会
前
大

行
動
が
開
催
さ
れ
、
１
万
８
千
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
川
崎
哲
さ
ん
は
、

核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
が
受
賞
し
た
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
メ
ダ
ル
を
手
に
、「
核

兵
器
廃
絶
と
９
条
に
通
じ
る
不
戦

の
誓
い
は
、
第
二
次
大
戦
か
ら
の

教
訓
で
あ
り
、
戦
後
日
本
の
平
和

を
形
づ
く
っ
て
き
た
。
安
倍
内
閣

は
、
核
兵
器
の
保
有
・
使
用
も
自

衛
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
憲
法
に
抵

触
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
許
せ

な
い
。」
と
批
判
し
、
９
条
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
集
会
で
は
、
安
倍
政

治
を
終
ら
せ
る
た
め
に
、
来
年
の

参
議
院
選
で
野
党
共
闘
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
か
ら
野
党
共
闘

の
実
現
へ
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。

止めよう！改憲発議
国会前に1.8万人

妙義山・第四石門

安
倍
は
改
憲
発
議
に
意
欲
満
々

野
党
共
闘
で
安
倍
政
治
の
終
わ
り
へ
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10
月
16
日
10
時
、
東
武
「
浅
草
」

駅
前
に
集
合
し
、
秋
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
東
京
大
空
襲
と

墨
田
の
歴
史
探
訪
」
で
す
。

■
墨
田
区
役
所
に
勝
海
舟
像
？

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
本
社
ビ
ル
を
見

な
が
ら
吾
妻
橋
を
渡
り
、
墨
田
区

役
所
前
で
勝
海
舟
像
と
対
面
。
墨

田
生
ま
れ
な
の
で
区
役
所
前
に
銅

像
が
立
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

北
十
間
川
を
渡
り
、
隅
田
公
園

へ
。
水
戸
藩
下
屋
敷
跡
で
「
小
梅

屋
敷
」
と
い
わ
れ
、
元
は
汐
入
の

庭
園
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

■
東
京
空
襲
体
験
画
を
見
学

　

牛
島
神
社
で
牛
を
な
で
た
後
、

「
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
」
へ
。

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
東
京
空

襲
の
体
験
者
が
自
ら
の
体
験
を
描

い
た
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
見
る
こ
と
が
今
回
の
目
的

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

案
内
で
、
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

し
く
、
一
杯
の
ビ
ー
ル
も
格
別
。

■
長
命
寺
の
桜
も
ち
旨
し

　

昼
食
後
は
、
見
番
通
り
界
隈
を

散
策
。
本
物
の
見
番
が
残
り
、
料

亭
も
さ
す
が
の
貫
禄
。
三
囲
神
社

な
ど
参
拝
後
、
長
命
寺
で
名
物
の

桜
も
ち
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
一
番
の
ヒ
ッ
ト
で
し
た
。

■
平
和
の
喜
び
を
感
じ
て

　

桜
橋
を
渡
り
、
対
岸
の
浅
草
へ
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
待
乳
山
聖

天
を
お
参
り
し
、
言
問
橋
脇
の
東

京
大
空
襲
犠
牲
者
追
悼
碑
に
手
を

合
わ
せ
、
こ

こ
で
解
散
。

　

改
め
て
平

和
の
喜
び
を

感
じ
た
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
し
た
。

■
お
昼
の
ラ
ン
チ
旨
し

　

資
料
館
見
学
が
終
る
と
12

時
、
下
町
割
烹
「
上
総
屋
」

で
ラ
ン
チ
。
な
か
な
か
美
味

東
京
大
空
襲
と
墨
田
の
歴
史
探
訪

退
職
者
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

フィールドワークの出発点「吾妻橋西詰」にて

「上総屋」でランチ

「長命寺」で桜もちとお茶

東京大空襲犠牲者追悼碑
（言問橋西詰）

関東大震災・東京空襲犠牲者慰霊碑
（吾妻橋東詰）

西
日
本
豪
雨
災
害

被
災
者
救
援
カ
ン
パ
は

　

５
万
円
集
約

　

９
月
に
行
っ
た
カ
ン
パ
は
、
退

職
者
会
と
し
て
初
め
て
の
試
み
で

し
た
。
実
施
期
間
が
短
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
39
名
の
仲
間
か
ら

５
万
円
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

届
け
ら
れ
た
カ
ン
パ
は
、
10
月

17
日
に
東
京
清
掃
を
通
じ
て
自
治

労
へ
送
り
ま
し
た
。
ご
協
力
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
東
京
の
自
然
散
歩
」
を
テ
ー
マ

に
、
紅
葉
で
彩
ら
れ
た
皇
居
東
御

苑
と
北
の
丸
公
園
を
歩
き
ま
す
。

史
蹟
も
美
術
品
も
楽
し
め
ま
す
。

●
12
月
４
日
（
火
）

　

10
時　

桜
田
門
駅
集
合
で
す
。

※
お
昼
の
弁
当
を
持
参
く
だ
さ
い
。

12
月
の
「
歩
こ
う
会
」
は

紅
葉
の
江
戸
城
本
丸
散
策武道館前の大イチョウ
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に
わ
か
に
「
人
生
100
年
時
代
」

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
政

府
内
で
新
た
な
年
金
制
度
改
革
へ

向
け
た
議
論
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
、
何
が
問
題
か
、
自

治
体
退
職
者
会
の
報
告
を
ベ
ー
ス

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

公
的
年
金
の
財
政
検
証
は
５
年

毎
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
を

基
に
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
は
、

来
年
春
公
表
さ
れ
る
財
政
検
証
結

果
に
基
づ
く
新
た
な
年
金
制
度
改

革
の
審
議
を
開
始
し
て
お
り
、
20

年
の
通
常
国
会
に
関
係
法
案
を
上

程
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
さ
れ
て
い
る
課
題
は
、
①

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
あ
り
方
、

②
短
時
間
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大
、

③
高
齢
期
就
労
の
多
様
性
に
応
じ

た
年
金
受
給
の
あ
り
方
、
④
高
所

得
者
へ
の
年
金
給
付
の
あ
り
方
、

⑤
年
金
課
税
の
あ
り
方
等
で
す
。

　　

一
方
、
財
務
大
臣
の
諮
問
機
関

で
あ
る
財
政
制
度
等
審
議
会
は
、

５
月
23
日
に
新
た
な
「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

国
・
地
方
の
財
政
健
全
化
へ
向

け
て
、
遅
く
と
も
25
年
度
ま
で
に

基
礎
的
財
政
収
支
を
確
実
に
黒
字

化
す
る
よ
う
求
め
、
骨
太
方
針
15

の
積
み
残
し
事
項
の
履
行
と
新
た

な
支
出
削
減
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
に
つ
い
て
は
、
①
私
的
年

金
等
自
助
努
力
の
促
進
、
②
十
分

に
準
備
期
間
を
設
け
る
こ
と
を
前

提
と
し
つ
つ
、「
支
給
開
始
年
齢
の

更
な
る
引
上
げ
」、
③
高
所
得
者
へ

の
年
金
給
付
抑
制
等
の
検
討
を
提

言
し
ま
し
た
。

　

財
務
省
は
元
々
か
ら
年
金
受
給

年
齢
の
引
上
げ
を
主
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
議
論
さ
れ
て

い
る
「
選
択
制
の
繰
下
げ
受
給
の

拡
大
」
に
関
連
付
け
た
か
の
よ
う

を
20
歳
未
満
と 

60
歳
以
上
に
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
資
産
配

分
に
好
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

前
回
の
制
度
改
革
で
、
短
時
間

労
働
者
の
厚
生
年
金
と
健
康
保
険

の
適
用
拡
大
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

16
年
10
月
か
ら
、
501
人
以
上
の

企
業
で
、
週
20
時
間
以
上
・
月
収

8.8
万
円
以
上
等
の
短
時
間
労
働
者

に
適
用
拡
大
を
行
い
、 

17
年
４
月

か
ら
、
500
人
以
下
の
企
業
で
も
、

労
使
の
合
意
に
基
づ
き
企
業
単
位

で
の
適
用
拡
大
を
可
能
と
し
、
国
・

地
方
公
共
団
体
は
、
規
模
に
関
わ

ら
ず
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
法
改
正
時
、「
19
年
ま

で
に
対
象
拡
大
の
検
討
を
進
め
る
」

こ
と
が
付
記
さ
れ
ま
し
た
。
退
職

者
連
合
は
「
19
年
を
待
た
ず
前
倒

し
で
短
時
間
労
働
者
へ
の
抜
本
的

適
用
拡
大
」
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

社
会
的
責
任
か
ら
逃
れ
た
い
資
本

が
抵
抗
し
て
い
ま
す
。
短
時
間
労

働
者
へ
の
適
用
拡
大
は
、
労
働
者

福
祉
の
前
進
と
と
も
に
、
年
金
制

度
の
基
盤
強
化
に
作
用
し
ま
す
。

早
期
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
生
100
年
時
代
の
年
金
制
度
へ
議
論
ス
タ
ー
ト

財
政
検
証
結
果
を
踏
ま
え

社
保
審
が
制
度
検
討
開
始

に
「
繰
下
げ
受
給
の
利
用

者
が
少
な
い
」
こ
と
を
理

由
と
し
て
い
ま
す
。

財
政
審
が
支
給
開
始
年
齢

再
引
上
げ
等
検
討
を
提
言

財
務
省
案
で
は
差
別
が
拡
大

喜
ん
で
い
る
の
は
資
本
だ
け

　

財
務
省
案
は
68
歳
支
給
開
始
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

肝
心
の
支
給
開
始
年
齢
引
上
げ
に

対
応
す
る
65
歳
か
ら
３
年
間
の
雇

用
確
保
に
関
す
る
具
体
的
な
条
件

整
備
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
良
質

な
雇
用
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、

無
年
金
期
間
が
生
じ
生
活
を
直
撃

し
ま
す
。
特
に
、
低
所
得
者
層
の

貧
困
化
、
差
別
が
拡
大
し
ま
す
。

　

支
給
年
齢
の
引
上
げ
は
、
財
政

的
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
現
受
給

者
に
も
将
来
受
給
者
に
も
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
給
開
始
年

齢
引
き
上
げ
は
愚
策
で
す
。

　

む
し
ろ
、
前
回
の
財
政
検
証
時

の
試
算
で
有
効
性
が
確
か
め
ら
れ

た
選
択
制
に
よ
る
繰
下
げ
受
給
の

利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。
選
択
制
の
繰
下
げ
受
給

を
70
歳
以
降
へ
拡
大
し
、
選
択
制

を
前
提
に
、
国
民
年
金
拠
出
期
間

短
時
間
労
働
者
の
抜
本
的
適
用

拡
大
が
制
度
安
定
に
不
可
欠

選
択
制
の
繰
下
げ
受
給
拡
大
と

国
民
年
金
加
入
年
数
の
拡
大
を
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①月例給　△ 9,671 円（△ 2.46％）
②特別給　0.1 月引上げ（4.5 月→ 4.6 月）
　＊特別給の引上げ分は勤勉手当へ配分
　＊職員の平均年間給与　約 12 万３千円減
③給料表

＊行政系人事給与制度改定に伴う職務の
級の切替後の実態を踏まえ、１・2 級
の引下げを強め、管理職の職責の高ま
りを考慮し、５・6 級の引下げを弱める。

＊初任給は、人材確保の観点から給料月
額を据置き。

＊医療職給料表は、医師の処遇確保の観
点から改定しない。

④実施時期
＊給与水準引き下げを伴う改定のため、

遡及することなく、条例改定公布日の
属する月の翌月初日から実施。

＊平成 30 年４月から改定実施日前日まで
の公民較差相当分は、平成 30 年 12 月
支給の期末手当で所要の調整を実施。

　

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
吹
く
10
月

26
日
、「
宇
宙
物
理
学
部
」
第
２
界

イ
ベ
ン
ト
、
お
台
場
の
「
日
本
科

学
未
来
館
」
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
独
立
行
政
法
人
の
経

営
、
規
模
が
大
き
く
展
示
内
容
も

宇
宙
関
係
か
ら
脳
、
地
球
科
学
等
、

幅
広
く
奥
の
深
い
も
の
で
し
た
。

　

説
明
は
館
専
属
の
職
員
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
エ
リ
ア

毎
に
案
内
に
立
っ
て
お
り
非
常
に

親
切
な
対
応
を
受
け
ま
し
た
。
当

然
そ
の
知
識
は
我
々
の
数
倍
以
上
、

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ

ト
の
「
ア
シ
モ
」
君
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も

あ
り
、
結
局
時
間
の
関
係
で

全
部
の
ブ
ー
ス
に
回
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
再
度
の
挑
戦
も

あ
り
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、

３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
ド
ー
ム
で
の

映
像
作
品
で
す
。「
９
次
元
か

ら
来
た
男
」
と
言
う
内
容
で
、

「
こ
の
世
の
最
小
物
質
は
紐
の

よ
う
な
長
さ
を
持
っ
た
も
の

で
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
現
代
物
理
学
最
先
端
理
論

「
超
弦
理
論
」
を
映
像
で
表
現

し
た
も
の
で
、理
論
の
イ
メ
ー

ジ
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く

●特別区人事委員会勧告（10 月10 日）

戸枝事務局長
連帯挨拶

東
京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争
に
連
帯

　

10
月
10
日
、
特
別
区
人
事
委
員

会
は
、
月
例
給
２
・
46
％
減
、
年
間

12
万
円
以
上
の
減
額
に
な
る
給
与
勧

告
を
行
い
ま
し
た
。
国
・
都
を
含
め
、

全
国
公
共
団
体
の
人
勧
が
賃
上
げ
を

勧
告
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。

　

人
事
委
は
、
昨
年
の
行
政
系
人
事

制
度
改
定
に
伴
い
、
１
級
に
中
高
齢

職
員
が
滞
留
し
た
こ
と
に
よ
る
給
与

水
準
の
変
化
を
理
由
と
し
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
す
。　

　

東
京
清
掃
は
「
勧
告
を
実
施
さ
せ

な
い
」
闘
い
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
闘
い
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
！

「宇宙物理学部」第２界（回）イベント

日本科学未来館見学

ボランティアさんの説明
（惑星の大きさ比較） リアルタイム地球儀表

現
さ
れ
て
お
り
秀
逸
の
作
品
で

し
た
。
鑑
賞
の
価
値
は
充
分
に
あ

り
ま
し
た
。

　

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
見
学
者
が

多
く
、
若
い
人
や
、
親
子
連
れ
、

学
校
関
係
で
の
課
外
活
動
の
人
達

が
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
に
も
見
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

見
学
を
終
え
て
、
お
酒
の
入
っ

た
反
省
会
を
開
催
し
、
次
回
の
零

界
（
例
会
）
は
、
三
鷹
天
文
台
見

学
と
三
鷹
界
隈
の
探
索
に
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。（
箱
田
）
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実
を
学
び
、
差
別
と
闘
う
人
々
と

交
流
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

重
ね
て
い
ま
す
。
10
月
28
日
、
秋

ら
し
い
青
空
の
も
と
、浅
草
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

浅
草
は
江
戸
時
代
に
被
差
別
民

の
長
吏
頭
・
弾
左
衛
門
が
屋
敷
を

構
え
、
近
世
か
ら
続
く
皮
革
産
業

の
街
で
す
。
近
隣
に
小
塚
原
の
刑

場
が
設
け
ら
れ
、
寄
せ
場
の
山
谷

に
も
接
す
る
等
、
様
々
な
差
別
や

い
て
街
を
歩
き
な
が
ら
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
、
東
京
解
放
会
館
で
昼

食
の
後
、
近
藤
さ
ん
か
ら
浅
草
を

中
心
に
し
た
東
京
の
部
落
の
歴
史

や
変
遷
を
詳
し
く
伺
い
ま
し
た
。

そ
し
て
「
弾
左
衛
門
エ
リ
ア
」
と

言
わ
れ
る
江
戸
時
代
の
広
大
な
屋

敷
跡
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
今

は
面
影
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

往
時
を
思
い
な
が
ら
廻
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
36
人
中
18
人
が
外
国
出

身
の
方
々
。
同
時
通
訳
を
用
意
し
、

最
後
の
交
流
会
で
は
国
際
交
流
も

　

毎
年
行
な
っ
て
い
る
芝
浦
と
場

見
学
・
交
流
会
を
11
月
26
日
と
27

日
、
２
回
に
分
け
て
行
な
い
ま
す
。

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
牛

や
豚
の
と
畜
解
体
を
見
学
し
、
芝

浦
屠
場
労
組
の
仲
間
と
交
流
す
る

貴
重
な
機
会
で
す
。

　

両
日
と
も
午
前
８
時
に
品
川
駅

　

狭
山
事
件
の
発
生
か
ら
55
年
、

無
期
懲
役
判
決
を
下
し
確
定
判
決

と
な
っ
て
い
る
東
京
高
裁
寺
尾
判

決
か
ら
44
年
目
の
10
月
31
日
、
日

比
谷
野
音
で
全
国
市
民
集
会
が
開

か
れ
、
一
日
も
早
い
再
審
決
定
を

求
め
る
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　

唯
一
の
物
証
の
脅
迫
状
が
別
人

の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
や
、
石
川
さ

ん
宅
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
さ
れ
た

「
被
害
者
の
万
年
筆
」
は
全
く
の
偽

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
科
学
鑑
定
で

明
ら
か
に
な
り
、
確
定
判
決
の
根

拠
は
す
べ
て
崩
れ
ま
し
た
。
石
川

さ
ん
の
無
実
は
明
ら
か
で
す
。

　

集
会
で
は
石
川
さ
ん
、
早
智
子

さ
ん
が
今
度
こ
そ
再
審
開
始
を
勝

ち
取
る
ん
だ
と
力
強
く
発
言
。
袴

田
事
件
や
再
審
無
罪
を
勝
ち
取
っ

た
足
利
事
件
、
布
川
事
件
、
台
湾

の
え
ん
罪
被
害
者
が
、「
石
川
さ
ん

の
再
審
実
現
を
！
」
訴
え
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
７
名
が
参
加
。
全

港
南
口
広
場
集
合
、
ど
ち
ら
か
の

日
を
選
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月

23
日
17
時
半
か
ら
清
掃
会
館
で
開

行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
退
職
者
会

か
ら
は
７
名
参
加
し

ま
し
た
。（
押
田
）

青
空
の
も
と
元
気
に

浅
草
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

か
れ
る
「
事
前
学
習
」

に
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
、
押
田
幹
事
ま
で
。

清掃・人権
交 流 会
　

清
掃
・
人
権
交
流

会
は
、
各
地
を
訪
れ

て
差
別
の
歴
史
や
現

社
会
矛
盾
が
集
め
ら

れ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
部
落
解
放
同
盟
都

連
書
記
長
の
近
藤
さ

ん
。
南
千
住
の
回
向

院
で
小
塚
原
刑
場
の

説
明
を
受
け
て
か
ら

出
発
。
山
谷
で
は
山

谷
労
働
者
福
祉
会
館

の
向
井
さ
ん
か
ら
山

谷
の
日
雇
い
労
働
者

の
歴
史
や
闘
い
に
つ

小塚原刑場跡を見学

「弾左衛門エリア」に開校した
小学校跡で説明する近藤さん

石
川
さ
ん
は
無
実
だ
！
再
審
開
始
を
！

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
全
国
市
民
集
会

国
か
ら
結
集

し
た
支
援
者

と
と
も
に
銀

座
を
元
気
に

パ
レ
ー
ド
を

し
て
、
都
民

に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
　
（
押
田
）

冤罪被害者がこぞって　　　
「石川さんの再審開始」を訴え
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ま
た
し
て
も
安
倍
政
権
が
脱
法
的

手
法
で
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の

再
開
を
強
行
し
よ
う
と
、「
行
政
不
服

審
査
」
請
求
が
行
わ
れ
た
と
い
う
状

況
の
中
、
10
月
19
日
に
国
会
前
19
日

行
動
が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
不
服
審
査
制
度
」
は
公
権
力

の
横
暴
に
対
す
る
国
民
の
権
利
救
済

制
度
で
す
。
国
（
防
衛
省
）
に
よ
る

国
（
国
交
省
）
へ
の
審
査
請
求
が
合

法
な
ら
、
国
の
暴
走
を
止
め
ら
れ
る

法
的
手
段
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

ウ
ソ
と
詭
弁
、
脱
法
、
権
力
濫
用
、

何
で
も
あ
れ
の
安
倍
内
閣
は
早
期
に

退
陣
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

結
集
す
る
仲
間
の
争
議
解
決
を
目

指
す
東
京
総
行
動
が
10
月
10
日
に
開

か
れ
、
退
職
者
会
は
ニ
チ
ア
ス
と
ト

ヨ
タ
本
社
前
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
は
命
に
関
わ
る

問
題
で
す
。
被
災
労
働
者
に
対
し
企

業
の
誠
実
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
交
渉
に
も
応
じ
な
い
ニ
チ
ア
ス

の
姿
勢
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

ト
ヨ
タ
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
子
会

社
に
労
働
組
合
が
で
き
る
と
、
大
量

解
雇
を
強
行
し
ま
し
た
。
再
三
の
Ｉ

Ｌ
Ｏ
勧
告
を
無
視
し
、
争
議
解
決
を

し
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
に
、
強
い
抗

議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。（
岡
澤
）

　

10
月
18
日
、福
生
市
民
会
館
で
「
Ｃ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備

を
許
さ
な
い
三
多
摩
集
会
」
が
開
か

れ
、
500
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

報
告
し
た
横
田
基
地
公
害
訴
訟
原

告
団
等
は
、「
Ｃ
Ｖ
22
は
特
殊
攻
撃
部

隊
所
属
で
、
夜
間
飛
行
訓
練
が
必
要

に
な
る
。
機
体
に
比
べ
揚
力
が
乏
し

い
構
造
的
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
夜

間
訓
練
は
極
め
て
危
険
。
横
田
で
も

日
米
合
意
を
全
く
守
ら
ず
、
夜
間
飛

行
を
繰
り
返
し
て
い
る
。」
と
批
判
。

　

集
会
後
、「
オ
ス
プ
レ
イ
帰
れ
！
」

と
コ
ー
ル
し
、
横
田
基
地
前
の
道
路

を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

世
界
最
大
手
航
空
会
社
の
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
航
空
は
、
２
年
半
前
、
日
本

の
労
働
組
合
所
属
の
客
室
乗
務
員
の

み
を
解
雇
す
る
組
合
差
別
と
国
籍
差

別
に
よ
る
明
白
に
違
法
な
不
当
解
雇

を
強
行
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
会

社
は
史
上
最
高
黒
字
を
上
げ
、
米
国

で
は
全
乗
務
員
の
昇
給
、
３
千
人
以

上
の
新
規
採
用
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

闘
い
を
社
会
的
に
訴
え
る
た
め
、

11
月
２
日
に
銀
座
デ
モ
が
行
わ
れ
、

英
語
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
ま
じ
え
、
街

を
歩
く
外
国
人
に
注
目
さ
れ
る
等
、

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
現
職
復
帰
実

現
ま
で
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

トヨタはＩＬＯ勧告を遵守し
不当解雇を撤回しろ！

ユナイテッド航空は人種差別を
謝罪し、不当解雇を撤回しろ！

辺野古新基地建設ＮＯ！
安倍はただちにヤメロ！


